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震災遺構門脇小学校（令和3年7月時点）

大森秀一　議長

条
例
や
補
正
予
算
な
ど
26
件
を
可
決・同
意

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
を
、
6
月
3
日
か
ら
18
日
ま

で
の
16
日
間
の
日
程
で
開
催
し
、
市
長
提
出
議
案
24
件
、

議
会
案
１
件
お
よ
び
委
員
会
提
出
議
案
１
件
を
審
議
し

た
結
果
、す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決・同
意
し
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

予

算
　
︵
原
案
可
決
︶

・
令
和
３
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
令
和
３
年
度
石
巻
市
市
街
地
開
発
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
令
和
３
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

条

例
　
︵
原
案
可
決
︶

・
石
巻
市
震
災
遺
構
門
脇
小
学
校
条
例

・
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
石
巻
市
市
税
の
減
免
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す

る
条
例

・
石
巻
市
毛
利
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
等
収
蔵
展
示
施
設
建
設
基
金
条
例
及
び（
仮

称
）石
巻
市
民
文
化
ホ
ー
ル
建
設
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
石
巻
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

そ
の
他
　
︵
原
案
可
決
︶

・
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　
（
都
市
計
画
道
路
釡
大
街
道
線
街
路
整
備
事
業
に
伴
う
仙
石
貨
物
支
線
陸

前
山
下
・
石
巻
港
間
橋
梁
上
部
工
新
設
工
事
の
施
行
に
関
す
る
協
定
）

・
工
事
委
託
に
関
す
る
年
度
協
定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
の
締
結
に
つ

い
て

　
（
市
道
門
脇
町
三
・
四
丁
目
１
号
線
道
路
改
良
事
業（
仮
称
）鎮
守
大
橋
橋

梁
整
備
工
事
に
関
す
る
令
和
２
年
度
協
定
）

・
工
事
請
負
の
契
約
締
結
に
つ
い
て

　
（
東
中
瀬
橋
橋
梁
下
部
工
新
設
工
事
）

　
（
網
小
医
院
屋
内
退
避
施
設
改
修
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
（
釡
大
街
道
線
橋
梁
下
部
工
新
設（
そ
の
３
）工
事
）

　
（
釡
小
学
校
校
舎
老
朽
化
対
策
工
事
）

　
（
山
下
中
学
校
校
舎
老
朽
化
対
策
工
事
）

　
（
石
巻
市
遊
楽
館
屋
根
改
修
工
事
）

・
交
通
事
故
の
和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

・
市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
・
変
更
に
つ
い
て

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車（
河
南
地
区
分
）及
び
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
積
載

車（
石
巻
地
区
分
及
び
雄
勝
地
区
分
））

人

事
　
︵
同
意
︶

・
公
平
委
員
会
委
員
を
選
任
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

佐
々
木
功
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

・
農
業
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

近
藤
茂
氏
、伏
見
晃
也
氏
、伏
見
さ
と
子
氏
、岡
田
正
男
氏
、山
田
慧
子
氏
、

武
山
勝
氏
、
佐
々
木
文
彦
氏
、
日
野
智
氏
、
今
野
勝
夫
氏
、
後
藤
嘉
伸
氏
、

安
部
秀
逸
氏
、遠
藤
章
一
氏
、三
浦
孝
一
氏
、前
野
利
春
氏
、佐
々
木
洋
氏
、

今
野
真
理
氏
、
佐
藤
克
美
氏
、
髙
橋
千
代
恵
氏
、
高
橋
由
佳
氏
を
任
命

す
る
こ
と
に
同
意

・
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

選
挙
管
理
委
員

齋
藤
洋
一
氏
、
志
摩
成
子
氏
、
亀
井
一
彦
氏
、
小
林
伸
幸
氏

補
充
員

佐
々
木
時
夫
氏
、
武
山
萬
氏
、
水
戸
和
則
氏
、
伊
藤
公
悦
氏

が
当
選

議
会
案
　
︵
原
案
可
決
︶

・
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
の
海
洋
放
出
決
定
に
反
対
す
る
意
見
書

委
員
会
提
出
議
案
　
︵
原
案
可
決
︶

・
石
巻
市
行
政
に
係
る
基
本
的
計
画
の
議
決
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

第２回
定例会
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遠藤宏昭　副議長

第２回定例会で決まった中から主な内容を紹介します。

可決した条例から

・石巻市震災遺構門脇小学校条例
　　東日本大震災により被災した「門脇小学校」について、震
災をめぐる事象と教訓を後世に伝え継ぐとともに、災害から
命を守るための避難行動及び平時における訓練の重要性並び
に地域を知ることの大切さを学ぶ震災遺構とするため、本条
例を制定するもの。

　令和3年度補正予算（第2号）は、市長の改選に伴い、令和3年度当初予算で計上を留保していた政策的事業に
要する経費を主体に措置するとともに、新型コロナウイルス感染症対策に伴う、県の時短要請の影響により売
上げの減少した事業者への支援、事業の再構築、販売促進等支援に要する経費のほか、補助内示のあった「社
会資本整備総合交付金」、「防災・安全交付金」等の国県支出金により実施する各種事業や、令和3年2月13日発
生の福島県沖を震源とする地震及び3月20日発生の宮城県沖を震源とする地震に伴う災害復旧等に要する経費な
どの所要額を措置するもの。
　令和3年度補正予算（第3号）は、新型コロナウイルス感染症の長期化に伴い、総合支援資金のさらなる貸付
等を利用できない生活困窮世帯の自立支援に繋げるため、「生活困窮者自立支援給付金」の給付に要する経費を
補正するもの。

可決した補正予算から

◆総務費では
・SDGs推進関係費
・地域交流・定着支援等事業費
・宮城県知事選挙執行費
◆民生費では
・私立認可保育所運営費（新型コロナウイルス対策分）
・地域型保育事業運営費（新型コロナウイルス対策分）
・保育所管理費（新型コロナウイルス対策分）
・こども園管理費（新型コロナウイルス対策分）
・放課後児童クラブ施設整備事業費
◆衛生費では
・地域外来・検査センター費（新型コロナウイルス対策分）
◆農林水産業費では
・農業振興費
・水産振興事業費
・水産物供給基盤機能保全事業費
◆商工費では
・中心市街地活性化事業費
・企業支援事業費（新型コロナウイルス対策分）
・地域消費支援事業費（新型コロナウイルス対策分）
・御番所公園管理費

◆土木費では
・道路ストック長寿命化事業費
・避難路整備事業費
・移転元地等利活用推進事業費（東日本大震災関係分）
・七窪蛇田線街路整備事業費
・中瀬公園整備事業費
◆消防費では
・危機対策費
・防災推進費
◆教育費では
・石巻中学校改修事業費
・青葉中学校空気調和設備機器等機能復旧事業費
・総合運動公園管理費
◆災害復旧費では
・漁港災害復旧費（福島県沖地震関係分）
・道路橋りょう災害復旧費（福島県沖地震関係分）
・道路橋りょう災害復旧費（宮城県沖地震関係分）
◆公債費では
・市債元金償還費
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グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
予

定
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

令
和
３
年
度
は
９
台
の
導
入
を
予
定
し
て
お

り
、
新
蛇
田
あ
ゆ
み
野
地
区
の
ほ
か
、
半
島

沿
岸
部
の
雄
勝
、
北
上
、
牡
鹿
地
区
の
多
く
の
方
々
に

活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　

投
票
所
に
お
け
る
障
害
を
お
持
ち
の
方
へ

の
配
慮
が
不
十
分
で
は
な
い
か
伺
う
。

　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
職
員
が
障
害
へ

の
理
解
を
深
め
、
対
応
ス
キ
ル
の
向
上
を
目

的
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
、
そ
の
内
容
を
投
票
管

理
者
や
投
票
立
会
人
に
周
知
す
る
こ
と
で
、
障
害
を

お
持
ち
の
方
が
投
票
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め

る
ほ
か
、
投
票
記
載
台
の
配
置
間
隔
を
十
分
に
と
る

な
ど
、
施
設
面
で
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
先
進
自
治
体
の
対
応
マ
ニュ
ア
ル
を
研
究
す

る
と
と
も
に
、
出
前
講
座
に
よ
る
石
巻
支
援
学
校
で
の

模
擬
投
票
の
実
施
な
ど
、
実
践
に
向
け
た
様
々
な
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

自
主
防
災
組
織
機
能
強
化
補
助
金
の
補
助

率
引
き
下
げ
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

当
該
補
助
金
の
５
つ
の
メ
ニュー
の
う
ち
、「
自

主
防
災
会
防
災
士
受
講
費
補
助
金
」
を
、

全
額
補
助
か
ら
３
分
の
２
の
補
助
に
、「
食
糧
備
蓄
購

入
費
補
助
金
」
を
、
５
分
の
４
の
補
助
か
ら
２
分
の
１

の
補
助
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
な
る
が
、
食
料
を
分
割

購
入
し
た
場
合
は
、
５
分
の
４
の
補
助
と
す
る
３
年
間

の
経
過
措
置
を
設
け
て
い
る
。

　

今
回
の
引
き
下
げ
に
至
っ
た
経
緯
と
し
て
は
、
特
定

財
源
で
あ
っ
た
復
興
基
金
が
、
令
和
３
年
度
以
降
は
当

該
事
業
の
対
象
外
と
さ
れ
、一般
財
源
で
対
応
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
　

自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
る
と
き
が
、

支
出
増
加
が
顕
著
の
と
き
で
あ
り
、
検
討
の

余
地
は
な
い
の
か
伺
う
。

　
　
　
　

自
主
防
災
組
織
の
継
続
と
組
織
率
向
上
の

観
点
か
ら
、「
防
災
訓
練
費
補
助
金
」
に
つい

て
は
上
限
を
２
万
円
か
ら
３
万
円
に
増
額
し
て
お
り
、

併
せ
て
「
防
災
資
機
材
購
入
費
補
助
金
」
及
び
「
防

災
倉
庫
設
置
購
入
費
補
助
金
」
は
、
補
助
率
の
引
き

下
げ
を
行
って
い
な
い
。

　
　
　
　
地
域
連
携
型
学
校
防
災
体
制
等
構
築
推
進

事
業
の
目
的
及
び
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

教
職
員
及
び
児
童
生
徒
が
、
様
々
な
状
況

下
で
、
命
を
守
る
行
動
、
災
害
に
対
応
で
き

る
判
断
力
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
宮
城

県
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
、
青
葉
中
学
校
が
実
践

協
力
校
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
大
学
や
専
門
機
関
の

助
言
等
に
よ
り
、
地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
学

校
防
災
マ
ニュ
ア
ル
の
見
直
し
や
、
避
難
訓
練
等
を
実

施
す
る
内
容
で
あ
る
。

　
　
　
　

石
巻
中
学
校
改
修
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　

同
校
は
昭
和
45
年
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、

学
校
施
設
整
備
保
全
計
画
で
定
め
た
長
寿
命

　
　
　
　
震
災
遺
構
門
脇
小
学
校
の
入
館
者
数
の
見

込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

平
時
で
あ
れ
ば
年
間
約
７
万
８
千
人
の
入

館
者
数
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
類
似

施
設
の
入
館
状
況
か
ら
年
間
約
２
万
８
千
人
の
入
館

者
数
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

入
館
料
の
金
額
設
定
の
考
え
方
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　

東
日
本
大
震
災
の
経
験
、
教
訓
、
事
実
な

ど
の
伝
え
る
べ
き
展
示
内
容
を
充
実
さ
せ
な

が
ら
、
永
続
的
な
施
設
運
営
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
施
設
維
持
管
理
費
用
の
軽
減
の
た
め
金
額

を
設
定
し
た
。

各
常
任
委
員
会
審
査
報
告

　

6
月
4
日
の
本
会
議
で
、
条
例
や
予

算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
各
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
さ
れ
た
中
か
ら
い
く
つ
か
の
質

疑
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

総
務
企
画
委
員
会

石
巻
市
震
災
遺
構
門
脇
小
学
校
条
例
に
つい
て

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

奥山浩幸　委員長

化
を
図
る
た
め
、
骨
組
み
だ
け
を
残
し
て
改
修
す
る

工
事
の
実
施
設
計
業
務
で
あ
り
、
改
修
に
よ
り
ト
イ
レ

の
悪
臭
等
も
改
善
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　
　
　

街
な
か
文
化
・
芸
術
活
動
活
性
化
助
成
金

の
交
付
対
象
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

中
心
市
街
地
内
で
実
施
す
る
文
化
芸
術
の

イ
ベン
ト
等
に
対
す
る
助
成
で
あ
り
、
助
成
率

は
４
分
の
３
以
内
、
上
限
10
万
円
で
あ
る
。
予
算
は

２
０
０
万
円
で
あ
る
が
、
申
請
件
数
の
状
況
を
見
な
が

ら
、
補
正
予
算
等
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　

齋
藤
氏
庭
園
修
復
工
事
の
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　

施
設
の
災
害
復
旧
工
事
が
ま
も
な
く
終
了

す
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
正
門
を
修
復
す
る

も
の
で
あ
り
、工
期
は
1
カ
月
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

文
化
財
の
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
工
事
監
理
業
務

を
委
託
し
、
進
捗
状
況
に
応
じ
て
指
示
を
行
い
、
工

事
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　

水
押
球
場
の
砂
の
飛
散
防
止
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
　

散
水
業
務
の
ほ
か
、
内
野
部
分
に
は
塩
化

カ
ル
シ
ウ
ム
を
散
布
し
、
外
野
部
分
に
は
除
草

剤
を
散
布
せ
ず
、
雑
草
を
根
付
か
せ
る
こ
と
で
砂
の

飛
散
を
防
止
す
る
。
こ
れ
ま
で
も
防
塵
ネ
ッ
ト
設
置

等
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
対
策
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　

今
年
度
か
ら
民
間
委
託
を
実
施
し
て
い
る

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
業
務
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
と
同
規
模
の
職
員
数
を
確
保
し
、

順
調
に
給
食
を
提
供
で
き
て
い
る
。

阿部久一　委員長

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

環
境
教
育
委
員
会
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避
難
路
整
備
事
業
費
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

新
田
町
谷
地
中
線
は
測
量
設
計
業
務
委
託

料
、
道
路
改
良
工
事
、
電
柱
等
の
移
設
費
で
、

鹿
又
小
学
校
前
の
水
路
を
暗
渠
化
し
て
歩
道
に
す
る

計
画
で
あ
る
。

　

ま
た
、
明
治
橋
稲
井
小
中
学
校
線
は
、
測
量
設
計

業
務
と
電
柱
等
の
移
設
費
で
あ
り
、
中
浦
橋
釜
北
橋

線
に
つい
て
は
、
道
路
改
良
工
事
を
そ
れ
ぞ
れ
避
難
路

と
し
て
整
備
す
る
事
業
で
あ
る
。

　
　
　
　

止
水
板
等
設
置
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　

大
雨
に
よ
る
住
宅
や
店
舗
等
の
浸
水
被
害

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
事
業
費
に
対
し
２

分
の
１
の
補
助
で
上
限
を
50
万
円
と
し
て
い
る
補
助
金

で
、
今
後
の
状
況
を
さ
ら
に
精
査
し
て
よ
り
良
い
制
度

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　
　
　

中
瀬
公
園
に
お
け
る
用
地
購
入
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

民
有
地
に
か
か
る
用
地
買
収
補
償
は
完
了

し
て
お
り
、
今
回
予
算
計
上
し
た
用
地
購
入

費
は
震
災
復
興
土
地
基
金
を
活
用
し
て
先
行
取
得
し

た
用
地
費
用
で
、
令
和
２
年
度
末
現
在
の
事
業
進
捗

率
は
36
％
で
あ
る
。

　
　
　
　

公
営
住
宅
整
備
工
事
の
内
容
と
老
朽
化
し

た
市
営
住
宅
の
解
体
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

整
備
工
事
の
内
容
は
市
営
飯
野
川
亀
ヶ
森

住
宅
２
号
棟
の
外
壁
断
熱
改
修
工
事
及
び
手

す
り
の
改
修
工
事
で
あ
る
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
の
解
体
に
つい
て
は
、

入
居
者
に
既
存
の
市
営
住
宅
か
ら
復
興
公
営
住
宅
に

移
って
い
た
だ
い
た
後
に
解
体
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　

育
児
支
援
事
業
委
託
料
の
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　

市
内
に
住
所
を
持
ち
、
妊
娠
期
か
ら
出
産

６
カ
月
以
内
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

を
対
象
に
、
育
児
や
家
事
の
支
援
を
行
う
た
め
、
事

業
を
委
託
す
る
も
の
で
あ
り
、
委
託
料
に
つ
い
て
は
、

１
時
間
当
た
り
の
訪
問
介
護
保
険
料
に
準
じ
た
金
額

で
設
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
委
託
予
定
事
業
者
の
選
定
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

介
護
系
の
事
業
者
の
ほ
か
、
生
活
援
助
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
民
間
事
業
者
も
含
め
、

公
募
で
集
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
事
故
発
生
時
の

補
償
対
応
や
、
研
修
制
度
、
苦
情
対
応
、
個
人
情
報

管
理
な
ど
、
組
織
体
制
の
整
備
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
選
定
し
て
い
く
。

　
　
　
　

同
じ
学
校
施
設
の
中
に
あ
る
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
が
、
教
育
委
員
会
で
は
な
く
、
福
祉

部
が
所
管
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

今
後
、
類
似
都
市
の
事
例
を
研
究
し
な
が

ら
、
教
育
委
員
会
の
意
見
や
認
識
を
聴
く
場

を
設
け
る
。

　
　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
か
ら
帰
宅
す
る
児
童

を
迎
え
に
、多
く
の
車
が
乗
り
入
れ
る
た
め
、

事
故
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
安
全
な
運
営
の
た

め
、
児
童
送
迎
の
際
の
事
故
防
止
に
つ
い
て
、

学
校
側
と
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　

高
齢
者
世
帯
災
害
援
護
金
の
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
　

当
援
護
金
の
対
象
と
な
る
の
は
、
災
害
救

助
法
等
が
適
用
さ
れ
ず
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯
、
か
つ
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
罹
災

判
定
が
準
半
壊
以
上
と
な
っ
た
住
居
を
修
繕
す
る
場

合
で
あ
り
、
修
繕
費
の
２
分
の
１
、
最
大
で
20
万
円
を
、

市
か
ら
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

地
域
外
来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
業
務
委
託
料
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

当
セ
ン
タ
ー
は
予
約
の
状
況
で
開
診
か
休
診

か
を
判
断
し
て
お
り
、
地
元
医
師
会
か
ら
当

セ
ン
タ
ー
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
医
師
に
対
し
、
休
診
に

な
っ
た
場
合
に
待
機
手
当
相
当
分
を
支
払
う
た
め
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
業
務
委
託
料
で
あ
る
。

　
　
　
　

広
渕
沼
ほ
場
整
備
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　

広
渕
沼
地
区
に
お
け
る
、
ほ
場
整
備
の
ハ
ー

ド
事
業
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
お
り
、
ソ
フ
ト
部
分

で
あ
る
農
地
集
積
を
専
門
知
識
の
あ
る
土
地
改
良
区

に
委
託
す
る
事
業
で
あ
る
。

　
　
　
　

石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
荷
捌
き
施

設
の
ギ
ネ
ス
記
録
申
請
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

申
請
か
ら
認
定
ま
で
２
、
３
カ
月
か
か
る
予

定
で
、
申
請
手
数
料
と
認
定
員
の
派
遣
を
求

め
る
と
併
せ
て
約
１
８
０
万
円
の
経
費
を
要
す
る
。
10

月
に
開
催
す
る
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
ま

で
に
認
定
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

水
産
環
境
整
備
事
業
に
お
け
る
磯
焼
け
対

策
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

令
和
２
年
度
に
県
が
策
定
し
た
「
藻
場
ビ

ジ
ョン
」
に
基
づ
き
、
海
藻
等
が
付
着
し
や
す

い
ブ
ロッ
ク
の
整
備
や
、
地
元
の
方
に
ウ
ニ
の
駆
除
等
を

し
て
も
ら
う
ソ
フ
ト
事
業
を
計
画
し
て
お
り
、
ハ
ー
ド

整
備
と
ソ
フ
ト
事
業
を
セ
ッ
ト
で
実
施
可
能
な
地
区
を

対
象
と
し
て
、
表
浜
地
区
か
ら
順
次
磯
焼
け
対
策
を

行
って
い
く
。

　
　
　
　

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
費
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　
マ
ン
ガ
ロ
ー
ド
新
名
物
創
出
助
成
金
に
つ
い

て
は
、
石
ノ
森
萬
画
館
等
に
ち
な
ん
だ
商
品

の
開
発
費
や
広
告
宣
伝
費
を
助
成
す
る
も
の
で
、
空

き
地
・
空
き
店
舗
活
用
助
成
金
に
つい
て
は
、
空
き
地

の
購
入
費
は
２
分
の
１
の
補
助
で
上
限
が
１
０
０
万
円
、

空
き
地
の
整
備
費
も
同
様
の
補
助
内
容
で
、
空
き
店

舗
の
購
入
費
は
２
分
の
１
の
補
助
で
上
限
１
５
０
万

円
、
空
き
店
舗
の
整
備
費
は
２
分
の
１
の
補
助
で
上
限

が
１
０
０
万
円
な
ど
で
あ
る
。

　

ま
た
、
マ
ン
ガ
ロ
ー
ド
新
名
物
創
出
サ
ポ
ー
ト
業
務

の
委
託
先
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
街
づ
く
り
ま
ん
ぼ

う
を
想
定
し
て
い
る
。

佐藤雄一　委員長

阿部浩章　委員長

保
健
福
祉
委
員
会

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

産
業
建
設
委
員
会
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一般質問通告一覧
※議員名の前についている番号は、質問順序です。　※新型コロナウイルス感染拡大防止のため本定例会も答弁を含め、１人50分の質問時間となっています。

議員21人が登壇

市政を問う!

一 般 質 問 　第2回定例会の一般質問は、21人の議員が市
政全般にわたり市当局の見解をただしたり、政
策提言を行いました。
　その中から、いくつかの質問と答弁の要旨を
紹介します。
　なお、このコーナーは質問を行った議員自ら
が市当局の答弁に基づき、記事の編集を行って
います。
　議論の様子は、録画映像でもご覧になれます。

　本紙面から、各議員の顔写真の下にあるQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、質問を動画で見ることができ
ます。（視聴にかかるデータ通信料金などの費用は、ご本人の負担となります。）

①奥山　浩幸　（ニュー石巻）
１　市長の市政運営について

②齋藤　澄子　（日本共産党石巻市議団）
１　新型コロナウイルスワクチン接種状況について
２　災害時の避難計画について

③黒須　光男　（無会派）
１　復興マネーの暗部

④鈴木　良広　（公明会）
１　コロナワクチン接種の対応について
２　災害対応と防災力強化について
３　単身高齢者の見守りについて

⑤森山　行輝　（ニュー石巻）
１　齋藤市長の政治姿勢について

⑥千葉　正幸　（ニュー石巻）
１　放課後児童クラブについて
２　有害駆除のニホンジカ減容化対策の実証実験について
３　北上カントリーエレベーターについて

⑦水澤　冨士江　（日本共産党石巻市議団）
１　コミュニティの拠点－地域集会所の修繕等の補助金交

付要綱の見直しについて
２　コロナ禍のもと、市民のくらしの支援について
３　Ｇ－Ｂｉｏ石巻須江発電所建設計画について
４　子どもの医療費助成拡充について

⑧佐藤　雄一　（ニュー石巻）
１　市長の政治姿勢について
２　教育関係について

⑨櫻田　誠子　（公明会）
１　「コロナ禍における女性の負担軽減と適切な情報提供に

関する要望」の進捗状況について
２　「食」の自立支援事業（高齢者配食サービス事業）につ

いて
３　選挙の投票について

⑩山口　荘一郎　（創生会）
１　市の重要課題へのマネジメントサイクル実践について

⑪髙橋　憲悦　（ニュー石巻）
１　市長の選挙公約と所信表明、政治姿勢について

⑫星　　雅俊　（創生会）
１　高齢化率約３４％の本市における高齢者の生活環境向

上について
２　本市のイノシシ対策について
３　事務的ミスが多発し、対応の遅れが目立つ本市の組織

機能について

⑬阿部　浩章　（ニュー石巻）
１　本市の地方創生の更なる深化のために

⑭阿部　正敏　（創生会）
１　県道石巻鮎川線の整備について
２　原発避難道整備について

⑮西條　正昭　（創生会）
１　市長の政治姿勢について
２　副市長２人制について
３　北上地区の諸課題について

⑯青木　まりえ　（創生会）
１　マルホンまきあーとテラスについて
２　放課後児童クラブについて
３　サン・ファン・バウティスタ号について

⑰後藤　兼位　（創生会）
１　復旧・復興加速の課題と行財政運営について

⑱千葉　眞良　（創生会）
１　市長の所信表明について
２　新型コロナウイルス対策について
３　湊地区の復興事業の完成予定について
４　サン・ファントンネルの修繕について

⑲阿部　久一　（ニュー石巻）
１　市政運営について
２　行政運営におけるその後の追跡について

⑳渡辺　拓朗　（公明会）
１　市長の所信表明について

㉑楯石　光弘　（ニュー石巻）
１　未知の感染症と予防対策について
２　本市の出生率と向上対策について
３　内陸部の下水道整備と水環境について
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一般質問
市
長
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

問　

市
長
は
訓
示
で
、
職
員
の
仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
と
し
て
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
第
一
に
、
横
断
的
に
課
題
に
取
り
組
む
こ
と

を
要
請
し
た
。
掛
け
声
だ
け
で
で
き
る
は
ず
も
な
く
、
市
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
。
単
な
る
関
係
各
課
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
業
務
体
制
を
整
え
る
力

こ
そ
行
政
の
強
み
と
言
え
る
。
地
方
創
生
は
自
治
体
間
の
競
争

で
も
あ
る
。
職
員
が
自
ら
考
え
行
動
し
、
自
分
た
ち
の
自
治
体

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
一
丸
と
な
る
組
織
体
制
が
求
め
ら

れ
る
。
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

答　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
な
取
り
組
み
も
必
要
で
あ
る
が
、
現
在
は

コ
ロ
ナ
禍
で
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
。
担
当
部

局
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
物
事
を

共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問　
市
長
は
、
亀
山
前
市
長
の
後
継
指
名
を
受
け
、
亀
山
市
政
の

継
承
、
発
展
を
訴
え
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
亀
山
市
政
が
取
り
組

ん
で
き
た
復
興
事
業
の
歩
み
を
点
検
し
な
が
ら
、
受
け
継
が
れ

る
課
題
に
対
し
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
だ
と
思
う
。
亀

山
市
政
の
継
承
を
語
る
の
で
あ
れ
ば
、
復
興
事
業
の
検
証
は
齋

藤
市
長
の
責
務
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
責
任
あ
る
検
証
の
実
現

に
向
け
て
、
市
長
の
決
意
を
伺
う
。

答　

未
来
へ
の
責
任
あ
る
政
治
は
、
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で

あ
り
、
こ
れ
ら
を
信
念
と
し
て
貫
い
て
い
く
。
検
証
を
通
し
て

更
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
取
り
組
み
、
復
興
し
た
姿
を
全
世
界
へ

発
信
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
に
つ
い
て

問　
子
ど
も
達
を
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
守
る
観
点
か
ら

も
教
職
員
、
保
育
士
へ
も
優
先
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
る
べ

き
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
へ
も
同
時
に
接
種
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

集
団
接
種
会
場
の
河
北
総
合
セ
ン
タ
ー
予
約
率
が
２
割
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
た
め
余
剰
対
応
と
し
保
育
士
、
教
職
員
、
消
防

士
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
へ
優
先
的
に
接
種
す
る
。

災
害
時
の
避
難
計
画
に
つ
い
て

問　
災
害
時
多
く
の
市
民
が
避
難
す
る
牧
山
駐
車
場
の
整
備
を
す

る
べ
き
で
は
。
ま
た
、
市
民
の
森
な
ど
の
ト
イ
レ
、
子
ど
も
や

高
齢
者
の
利
用
を
考
え
ト
イ
レ
洋
式
化
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

答　

第
１
・
２
駐
車
場
計
１
４
２
台
の
駐
車
を
確
保
し
て
い
る
。

車
に
よ
る
避
難
は
懸
念
事
項
が
多
い
の
で
市
民
に
対
し
徒
歩
で

の
避
難
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
命
を
守
る
行
動
に
つ
な
げ
る
。

洋
式
ト
イ
レ
の
需
要
は
高
い
と
考
え
て
い
る
の
で
今
後
ト
イ
レ

の
洋
式
化
を
進
め
て
い
く
。

問　
女
川
原
子
力
発
電
所
２
号
機
の
再
稼
働
に
伴
う
避
難
計
画
の

実
効
性
に
つ
い
て
は
市
民
全
体
が
参
加
す
る
よ
う
な
訓
練
、
最

大
限
の
規
模
で
避
難
計
画
の
実
効
性
を
検
証
す
る
べ
き
。
東
京

電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
処
理
水
海
洋
放
出
に
つ
い
て
国
、

県
へ
と
強
く
反
対
要
望
す
べ
き
で
は
。

答　

原
子
力
発
電
所
が
存
在
し
、
そ
こ
に
核
燃
料
が
あ
る
限
り
稼

働
す
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
避
難
計
画
、
防
護
措
置
の
周
知
に

努
め
る
。
海
洋
放
出
に
つ
い
て
は
県
、
他
市
町
村
と
も
連
携
し

国
、
東
京
電
力
に
対
し
意
見
要
望
す
る
。

奥山　浩幸
議員

齋藤　澄子
議員

黒須　光男
議員

復
興
マ
ネ
ー
の
暗
部
に
つ
い
て

問　
湊
東
地
区
復
興
住
宅
工
事
の
液
状
化
対
策
４
億
８
千
万
円
は

サ
ン
ド
コ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
︵
砂
杭
︶
１
４
０
８
本
摩
擦
杭
３
９

２
本
の
施
工
日
付
入
写
真
が
な
い
。
半
島
復
興
事
業
は
６
８
２

億
円
に
２
月
議
会
で
17
億
８
２
０
０
万
円
増
額
し
た
が
議
決
前

に
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
地
方
自
治
法
違
反
で
あ
る
。
こ
の
地

質
調
査
と
工
事
設
計
を
受
注
し
た
業
者
に
市
長
が
県
議
時
代
の

秘
書
が
震
災
後
勤
務
し
て
お
り
、
業
務
契
約
に
影
響
を
与
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

事
務
所
の
職
員
を
㈱
オ
オ
バ
に
紹
介
し
た
が
石
巻
市
の
そ
う

い
う
こ
と
に
は
関
係
し
て
い
な
い
。

問　
湊
東
地
区
復
興
住
宅
工
事
は
宮
城
県
建
設
工
事
写
真
撮
影
要

領
で
施
工
写
真
の
提
出
が
規
定
さ
れ
①
着
工
前
写
真
②
工
事
進

捗
状
況
写
真
③
施
工
状
況
出
来
形
測
定
写
真
④
材
料
検
査
写
真

⑤
施
工
日
付
入
写
真
⑥
工
事
後
全
体
写
真
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
基
礎
杭
工
事
は
施
工
計
画
書
が
作
成
さ
れ
裏
付
資
料
と
写

真
が
あ
る
が
砂
杭
と
摩
擦
杭
に
は
な
い
こ
と
を
令
和
３
年
５
月

25
日
の
公
文
書
不
存
在
通
知
で
確
認
し
た
。
ま
た
５
月
10
日
付

で
、
業
者
代
理
人
弁
護
士
か
ら
の
提
出
資
料
を
設
計
事
務
所
及

び
建
設
業
者
が
検
証
し
た
結
果
、
要
領
規
定
の
写
真
が
な
く
砂

杭
と
摩
擦
杭
の
工
事
は
し
て
い
な
い
と
の
結
論
で
資
料
は
架
空

工
事
の
証
拠
で
あ
り
工
事
が
確
認
で
き
な
い
場
合
、
施
工
業
者

の
負
担
で
破
壊
検
査
を
し
て
証
明
す
べ
き
で
あ
る
。

答　

先
の
地
震
で
も
被
害
が
な
か
っ
た
の
で
工
事
は
行
わ
れ
た
と

思
う
。

ニュー石巻

日本共産党
石巻市議団

無会派
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一般質問

鈴木　良広
議員

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
応
に
つ
い
て

問　
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

高
齢
者
の
次
の
順
位
で
あ
る
基
礎
疾
患
を
持
つ
方
、
65
歳
未
満

の
方
へ
の
接
種
に
つい
て
、
接
種
券
の
発
送
時
期
や
予
約
受
付
の
方

法
な
ど
の
工
夫
が
必
要
と
考
え
て
い
る
の
で
検
討
し
た
い
。

災
害
対
応
と
防
災
力
強
化
に
つ
い
て

問　

３
月
20
日
の
地
震
の
際
、
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ
避
難
し

て
き
た
人
達
に
対
し
、
他
の
施
設
へ
移
る
よ
う
要
請
し
た
よ
う

だ
が
津
波
注
意
報
発
令
中
だ
っ
た
。
そ
の
時
の
対
応
に
つ
い
て

所
見
を
伺
う
。

答　

さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
緊
急
避
難
場
所
に
は

な
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
水
道
管
の
破
損
で
ト
イ
レ
の
使
用
が

で
き
な
い
な
ど
館
内
の
事
情
を
説
明
し
、
理
解
を
頂
い
た
う
え

で
受
け
入
れ
る
な
ど
丁
寧
な
対
応
が
必
要
で
あ
っ
た
と
感
じ
て

い
る
。
改
め
て
周
知
徹
底
を
図
る
。

問　
地
震
発
生
時
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
で
の
閉
じ
込
め
事
例
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
緊
急
用
防
災
備
蓄
品
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る

が
所
見
を
伺
う
。

答　

他
自
治
体
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
閉
じ
込
め
事
例
が
報
告
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
配
備
に
向
け
て
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

単
身
高
齢
者
の
見
守
り
に
つ
い
て

問　
本
市
で
は
、
安
否
確
認
対
策
と
し
て
﹁
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
﹂

を
導
入
し
て
い
る
が
、
設
置
時
は
電
話
回
線
が
必
要
な
ど
課
題
も

多
い
。Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
他
自
治
体
の
取
り
組
み
事
例
を
参
考
に
、

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

答　
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
や
財
政
負
担
等
含
め
て
、研
究
し
た
い
。

森山　行輝
議員

齋
藤
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　

所
信
表
明
し
た
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
﹂
の
中
で
、

今
後
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
12
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
８
万
数
千
人
が

対
象
と
な
る
。
早
期
接
種
を
す
す
め
る
た
め
、
市
内
の
小
・
中

学
校
の
校
舎
・
屋
体
も
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

実
現
に
向
け
て
早
急
に
検
討
し
た
い
。

問　
川
開
祭
の
開
催
日
は
、
市
民
が
参
加
し
や
す
い
日
程
で
あ
る
、

８
月
の
第
一
・
土
曜
日
・
日
曜
日
に
す
べ
き
で
は
。

答　

石
巻
商
工
会
議
所
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
と
協
議
し
て
、
進

め
て
ま
い
り
た
い
。

問　
地
域
の
交
通
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
、
弱
者
救
済
の
手
段
と

し
て
、
運
営
形
態
が
、
地
域
、
乗
客
、
そ
し
て
、
市
の
補
助
で

成
功
し
て
い
る
﹁
い
な
い
号
﹂
を
参
考
に
し
た
運
行
を
推
し
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
。

答　
「
い
な
い
号
」
運
行
に
つ
い
て
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
視
察

が
訪
れ
て
い
る
画
期
的
な
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
あ
る
。
市
内
各
地

の
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通
と
の
融
合
な
ど
を

含
め
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　
石
巻
漁
港
へ
の
水
揚
船
の
誘
致
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答　

市
長
自
身
が
積
極
的
に
船
主
を
訪
問
し
、
誘
致
に
つ
な
げ
て

い
く
と
と
も
に
、
直
線
距
離
世
界
一
の
荷
捌
き
施
設
と
し
て
、

ギ
ネ
ス
認
定
申
請
し
、
付
加
価
値
を
上
げ
、
効
果
拡
大
に
つ
な

げ
て
い
く
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

問　
﹁
強
い
地
震
が
頻
繁
に
起
き
て
い
る
。
心
配
で
子
供
を
一
人

で
家
に
お
い
て
お
け
な
い
。﹂
と
悲
痛
な
訴
え
が
あ
っ
た
。
①

今
の
待
機
児
童
は
。
②
今
後
の
ク
ラ
ブ
運
営
は
。

答　

①
河
北
地
区
４
名
、
河
南
地
区
25
名
、
桃
生
地
区
７
名
の
合

計
36
名
。
②
令
和
４
年
度
は
、
蛇
田
地
区
は
２
０
０
名
規
模
の

ク
ラ
ブ
を
新
設
、
鹿
又
地
区
は
20
名
の
増
員
、
こ
の
2
地
区
を

民
間
に
委
託
す
る
予
定
。
令
和
７
年
度
を
目
標
に
全
地
区
の
民

間
委
託
を
進
め
る
。

駆
除
し
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
好
気
性
発
酵
処
理
の
実
証
実
験
に
つ
い
て

問　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
死
骸
２
５
０
０
頭
を
山
に
埋
設
で
は
な
く
、
北

海
道
エ
ゾ
シ
カ
の
発
酵
処
理
を
真
似
た
実
験
結
果
は
。

答　

牛
の
糞
尿
と
木
材
チ
ッ
プ
で
発
酵
床
を
作
り
、
実
験
の
結
果
、

４
週
間
で
骨
の
状
態
に
な
り
、
発
酵
処
理
が
可
能
と
確
認
し
た
。

問　
昨
年
度
の
捕
獲
２
９
５
９
頭
の
内
、
76
・
５
％
が
河
北
猟
友

会
で
捕
獲
、
23
・
５
％
が
石
巻
猟
友
会
。
広
い
市
域
か
ら
処
理

施
設
は
河
北
地
区
に
、
そ
の
後
に
牡
鹿
地
区
と
2
カ
所
に
設
置

す
べ
き
。

答　

北
海
道
枝
幸
町
を
真
似
た
処
理
が
最
適
な
の
か
、
他
の
方
法

も
検
討
す
る
の
で
、
現
時
点
で
は
答
え
ら
れ
な
い
。

北
上
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
問
題
点
に
つ
い
て

問　
市
が
設
置
し
た
こ
の
施
設
は
、
籾
摺
り
時
に
粉
塵
が
飛
散
し
、

農
協
職
員
の
耳
、
鼻
、
目
等
に
付
着
し
、
ゴ
ー
グ
ル
や
防
塵
マ

ス
ク
を
着
用
も
、
ほ
こ
り
だ
ら
け
で
作
業
し
て
い
る
。
早
急
に

改
善
す
べ
き
で
は
。

答　

早
急
な
対
応
が
必
要
と
認
識
し
て
る
。
農
協
と
協
議
し
改
善

す
る
。

千葉　正幸
議員

公明会

ニュー石巻

ニュー石巻
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一般質問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
―
地
域
集
会
所
修
繕
等
補
助
金
交
付
要
綱

の
見
直
し
に
つ
い
て

問　
市
内
集
会
所
の
56
％
が
築
20
年
以
上
、
40
年
以
上
が
38
棟
あ

る
。
大
雨
等
自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
、
雨
漏
り
等
が
起
き
て

も
、
前
回
補
修
か
ら
15
年
経
過
し
な
い
と
市
３
分
の
２
補
助
が

受
け
ら
れ
な
い
。
高
齢
化
が
進
む
町
内
会
の
負
担
が
重
く
な
り
、

解
体
に
も
大
き
な
負
担
が
か
か
る
。
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

市
は
も
っ
と
、
心
を
砕
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

町
内
会
運
営
、
補
助
の
あ
り
方
を
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

「
特
別
障
害
者
手
当
」
に
つ
い
て

問　
現
在
、
市
内
特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
５
０
０
人
を
超

え
て
い
る
。
在
宅
重
症
者
︵
介
護
４
、
５
︶
の
方
が
受
給
の
可

能
性
が
あ
る
が
、
概
要
と
周
知
に
つ
い
て
。

答　

障
害
者
手
帳
の
所
持
者
に
限
ら
ず
、
常
に
特
別
な
介
護
を
必

要
と
す
る
在
宅
20
歳
以
上
の
方
に
対
し
、
月
額
２
７
３
５
０
円

が
支
給
さ
れ
る
国
の
制
度
（
所
得
制
限
有
）。
現
在
、
対
象
の

可
能
性
の
あ
る
方
は
１
３
１
７
名
。
う
ち
受
給
者
は
33
名
。
ケ

ア
マ
ネ
な
ど
の
協
力
を
頂
き
周
知
徹
底
に
努
め
る
。

「
生
理
の
貧
困
」
に
つ
い
て

問　
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
５
人
に
１
人
の
若
者

が
、
金
銭
的
理
由
で
生
理
用
品
を
買
う
の
に
苦
労
し
て
い
る
と

い
う
。
社
会
問
題
化
し
、
タ
ブ
ー
視
を
打
ち
破
る
支
援
体
制
を
。

答　

不
安
を
抱
え
る
女
性
へ
の
き
め
細
や
か
な
相
談
・
支
援
体
制

を
強
化
す
る
。
学
校
ト
イ
レ
配
置
を
検
討
す
る
。

問　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
高
校
３
年
生
ま
で
拡
充
を
求
め
る
。

水澤冨士江
議員

佐藤　雄一
議員

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
掲
げ
た
選
挙
公
約
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
の
か
。

答　

動
く
市
長
室
や
市
長
へ
の
手
紙
な
ど
、
広
聴
事
業
の
充
実
を

図
り
、
市
民
参
加
型
の
行
政
運
営
を
推
進
す
る
。
今
後
の
厳
し

い
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
施
策
の
実
施
時
期
を
区
分
し
て
優
先

順
位
を
明
確
化
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
事
業
の
評

価
や
改
善
の
徹
底
を
図
り
、
積
極
的
な
行
財
政
改
革
を
進
め
る
。

さ
ら
に
２
市
１
町
に
よ
る
連
携
・
協
力
体
制
を
一
層
強
化
し
、

各
種
施
策
を
効
果
的
に
進
め
る
。
様
々
な
課
題
に
も
柔
軟
に
対

応
し
、
活
力
に
満
ち
、
市
民
が
住
む
こ
と
に
誇
り
を
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
を
図
り
た
い
。

教
育
関
係
に
つ
い
て

問　
教
育
長
の
職
務
に
対
す
る
意
気
込
み
を
伺
う
。

答　

子
供
た
ち
が
健
康
・
安
全
に
安
心
し
て
学
び
、
充
実
し
た
学

校
生
活
が
送
れ
る
環
境
づ
く
り
に
向
け
、
学
校
と
家
庭
、
地
域

が
連
携
し
て
子
供
た
ち
を
支
え
る
体
制
の
構
築
を
進
め
る
。
さ

ら
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
と
効
果
的
な
活
用
に
つ
い
て
も
研

修
と
実
践
を
着
実
に
進
め
る
。
生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
学
び

合
い
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
む
教
育
行
政
の
推
進
に
努
め
る
。

内
外
に
開
か
れ
た
教
育
委
員
会
を
目
指
し
、
関
係
す
る
方
々
と

の
つ
な
が
り
を
し
っ
か
り
持
っ
て
相
互
に
協
力
し
な
が
ら
、
石

巻
の
教
育
充
実
の
た
め
邁
進
す
る
。

櫻田　誠子
議員

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
女
性
の
負
担
軽
減
と
適
切
な
情
報
提
供
に

関
す
る
要
望
書
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
全
国
調
査
で
女
性
を
取
り
巻
く
厳
し
い

環
境
が
明
ら
か
に
な
り
、
４
月
８
日
市
長
要
望
を
行
っ
た
。
早

速
対
応
の
市
保
管
の
生
理
用
品
配
布
を
評
価
す
る
。
他
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

答　

生
理
用
品
の
配
布
。
市
独
自
で
相
談
体
制
確
立
、
女
性
の
貧

困
、
居
場
所
の
提
供
等
実
施
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
本

市
の
計
画
を
網
羅
す
る
事
業
が
県
下
統
一
実
施
で
示
さ
れ
た
。

今
後
選
定
さ
れ
た
団
体
と
連
携
を
密
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
必
要
な

人
に
支
援
を
繋
げ
る
。
こ
れ
ま
で
生
理
用
品
を
備
蓄
し
て
お
ら

ず
今
後
品
目
に
加
え
有
効
利
用
を
図
る
。
学
校
ト
イ
レ
へ
の
用

品
配
置
や
生
徒
の
変
化
を
見
過
ご
さ
ず
相
談
し
や
す
い
環
境
を

作
る
。

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

問　
経
費
高
騰
か
ら
離
半
島
部
へ
の
提
供
が
難
し
い
加
算
等
検
討

す
べ
き
。

答　

市
全
域
の
延
べ
数
２
５
３
０
７
食
を
提
供
。
離
半
島
部
４
４

８
食
。
今
後
も
高
齢
者
の
た
め
事
業
継
続
が
必
要
。
事
業
者
と

協
議
し
進
め
て
い
く
。

選
挙
投
票
の
進
捗
に
つ
い
て

問　
投
票
所
の
再
編
や
移
動
バ
ス
で
の
期
日
前
投
票
等
３
年
前
提

案
し
検
討
す
る
旨
答
弁
だ
っ
た
。

答　

一
昨
年
４
つ
の
投
票
区
を
新
設
。
総
務
省
か
ら
投
票
機
会
を

広
く
確
保
す
る
等
の
通
知
あ
り
。
投
票
所
再
編
や
バ
ス
運
行
等

は
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
２
０
２
５
で
検
討
す
る
。
公
職
選

挙
法
に
抵
触
す
る
よ
う
な
情
報
が
あ
っ
た
時
に
は
実
態
の
確
認

に
努
め
必
要
な
指
導
、
注
意
を
行
っ
て
き
た
。
適
正
な
選
挙
執

行
に
努
め
る
。

ニュー石巻

公明会

日本共産党
石巻市議団
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一般質問

山口荘一郎
議員

問　

３
月
、
５
月
の
地
震
で
石
巻
市
内
の
複
数
の
踏
切
が
数
時
間

閉
鎖
し
続
け
た
。
津
波
避
難
時
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
と
早
急
に
整
理

す
べ
き
。

答　
Ｊ
Ｒ
か
ら
は「
迂
回
で
決
ま
っ
て
い
る
。」と
の
回
答
だ
っ
た
。

踏
切
で
南
北
を
遮
断
さ
れ
る
本
市
に
と
っ
て
、
災
害
時
の
手
動

開
放
も
必
要
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
国
等
に
も
働
き
か

け
な
が
ら
こ
ち
ら
の
意
思
を
強
く
伝
え
て
い
く
。

問　
大
川
小
の
犠
牲
以
降
、
石
巻
市
の
学
校
関
係
者
に
﹁
マ
ニ
ュ

ア
ル
以
外
の
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
。﹂
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

聖
域
化
し
す
ぎ
て
い
な
い
か
。

答　

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
と
お
り
に
災
害
が
起
き
る
わ
け
で
は
な
く
、

命
を
守
る
、
同
じ
犠
牲
を
二
度
と
出
さ
な
い
と
い
う
最
も
大
切

な
こ
と
を
様
々
な
会
議
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
様
々

な
災
害
に
対
応
で
き
る
柔
軟
な
体
制
を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

問　
64
歳
以
下
の
平
日
の
日
中
は
仕
事
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
困
難

で
あ
る
。
11
月
末
ま
で
の
16
万
回
接
種
機
会
確
保
に
向
け
、
夜

間
休
日
集
団
接
種
等
、
こ
れ
ま
で
の
65
歳
以
上
の
対
応
と
は
抜

本
的
に
や
り
方
を
変
え
る
べ
き
。

答　

土
日
の
集
団
接
種
に
加
え
、
学
校
施
設
で
の
接
種
も
検
討
し

て
い
く
。
医
師
会
に
も
お
願
い
し
、「
か
か
り
つ
け
の
み
」
の

枠
を
撤
廃
で
き
な
い
か
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問　
ワ
ク
チ
ン
冷
蔵
保
管
が
５
日
か
ら
１
カ
月
に
延
び
た
こ
と
で

運
用
が
楽
に
な
る
。
週
末
の
集
団
接
種
で
は
事
前
予
約
な
し
で

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
可
能
に
な
る
の
で
は
。

答　

希
釈
の
時
間
制
限
も
あ
り
、
予
約
な
し
で
の
対
応
は
難
し
い

部
分
が
あ
る
。

高
齢
化
率
約
34
％
の
本
市
の
高
齢
者
の
く
ら
し
向
上
に
つ
い
て

問　

公
約
の
﹁︵
仮
称
︶
し
ご
と
掘
り
起
し
会
議
﹂
の
目
的
と
取

り
組
み
方
針
を
伺
う
。

答　

引
き
続
き
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
を
支
援
し
、（
仮

称
）
し
ご
と
掘
り
起
し
会
議
の
設
置
に
よ
り
高
齢
者
の
仕
事
確

保
、
就
労
機
会
の
拡
大
に
努
め
る
。

問　
弱
体
化
す
る
自
治
会︵
町
内
会
︶組
織
の
実
情
と
対
応
を
伺
う
。

答　

役
員
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

希
薄
化
が
進
み
役
員
不
足
と
な
っ
て
い
る
。
議
員
提
言
の
「
現

職
の
市
職
員
や
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
自
治
会
参
加
の
推
奨
」
は
、
積

極
的
に
お
願
い
し
て
い
く
。

公
約
の
「
地
域
自
治
シ
ス
テ
ム
の
市
民
参
加
に
よ
る
内
容
の
再
検

討
」
に
つ
い
て

問　
目
的
と
取
り
組
み
方
針
を
伺
う
。

答　

地
域
自
治
シ
ス
テ
ム
は
、
全
16
地
区
の
う
ち
４
地
区
の
組
織

に
留
ま
っ
た
。
進
め
方
に
問
題
が
あ
る
と
受
け
止
め
、
課
題
分

析
し
た
上
で
、
自
治
会
代
表
者
や
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
て
い

る
人
材
の
参
画
に
よ
り
、
体
制
構
築
を
進
め
る
。

高
齢
者
の
交
通
手
段
の
確
保
に
つ
い
て

問　
検
討
状
況
を
伺
う
。

答　

改
定
中
の
「
総
合
交
通
戦
略
」
で
移
動
手
段
の
あ
ら
ゆ
る
方

法
を
取
り
入
れ
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
先
進
事
例
や
国
の
補
助

メ
ニ
ュ
ー
を
検
討
し
導
入
を
検
討
す
る
。

民
間
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
用
に
つ
い
て

問　

国
主
導
で
な
く
地
域
行
政
の
政
策
立
案
能
力
の
向
上
の
た

め
、
総
務
省
に
精
通
し
て
い
る
民
間
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活
用

し
て
は
ど
う
か
。

答　

取
り
組
み
た
い
。

星　　雅俊
議員

市
長
選
挙
の
公
約
と
所
信
表
明
、
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
六
つ
の
突
破
で
課
題
解
決
の
具
現
策
に
つ
い
て

答　

現
場
主
義
を
貫
き
、「
オ
ー
ル
市
民
」
で
対
応
す
る
。

問　

テ
レ
ビ
共
同
ア
ン
テ
ナ
組
合
へ
の
改
修
時
の
助
成
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
国
へ
の
要
望
だ
け
で
な
く
、
市
長
の
公
約
で

あ
る
﹁
突
破
﹂
で
課
題
解
決
を
。

答　

要
望
の
内
容
は
、
地
域
に
と
っ
て
深
刻
問
題
で
あ
る
。
電
波

行
政
は
、
国
の
所
管
で
あ
る
が
、
国
へ
の
要
望
と
合
わ
せ
、
国

の
補
助
が
付
か
な
い
場
合
で
も
市
独
自
の
支
援
策
を
早
急
に
実

現
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

問　
厳
し
い
財
政
状
況
へ
の
対
応
は
、
財
源
確
保
が
大
切
で
あ
る
。

市
有
地
で
利
活
用
が
決
ま
っ
て
い
な
い
未
利
用
地
は
、
積
極
的

に
売
却
し
、
民
間
の
方
々
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
べ
き
で
あ
る
。

市
は
、
売
却
代
金
の
ほ
か
に
、
次
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
と
し

て
収
入
と
な
り
、
二
重
の
効
果
が
期
待
で
き
る
が
。

答　

早
急
に
未
利
用
地
を
確
認
し
て
、
積
極
的
に
売
却
（
払
い
下

げ
）
を
行
い
、
財
源
確
保
に
努
め
る
。

問　
二
元
代
表
制
、
議
会
と
市
長
の
あ
り
方
に
つ
い
て

答　

市
民
の
声
を
伝
え
る
議
員
と
大
い
に
議
論
で
き
る
環
境
に
努

め
る
。

髙橋　憲悦
議員

改修時に、市の助成により
地元負担の軽減が、やっと
見え始めてきました。

創生会

創生会

ニュー石巻
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一般質問

阿部　浩章
議員

本
市
の
地
方
創
生
の
更
な
る
深
化
の
た
め
に

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
基
本
方
針
に
お
け
る
従
来

の
政
策
検
証
の
概
要
と
本
市
の
政
策
に
お
け
る
現
状
に
つ
い
て
・
・
・

問　
﹁
ニ
ー
ズ
把
握
、
市
民
参
加
﹂
と
﹁
中
間
支
援
組
織
に
よ
る

取
組
、
手
法
﹂
は
、
一
体
的
会
議
体
の
中
で
、
実
施
す
る
の
が

合
理
的
と
考
え
る
が
伺
う
。

答　
「
仮
称
石
巻
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
の
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
ニ
ー
ズ
、
課
題
等
の
意
見
を
伺
い
、
現
状
を
し
っ
か
り

把
握
し
た
う
え
で
、
専
門
的
知
見
も
取
り
入
れ
問
題
解
決
を
図

る
も
の
で
、
詳
細
は
こ
れ
か
ら
調
整
し
て
い
く
の
で
、
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問　
本
市
の
６
次
産
業
化
セ
ン
タ
ー
の
目
的
及
び
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

１
次
産
業
事
業
者
の
経
営
多
角
化
や
地
場
産
業
の
振
興
を
推

進
す
る
た
め
、
相
談
内
容
に
合
わ
せ
た
専
門
家
を
派
遣
す
る
ハ

ン
ズ
オ
ン
支
援
、
セ
ミ
ナ
ー
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。
新
商
品
開
発
か
ら
販
路
開
拓
に
流
れ
が
変

わ
っ
て
い
る
た
め
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
業
務
を
継
続
し
、
新
商

品
開
発
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

問　
市
と
地
域
金
融
機
関
が
地
域
企
業
の
現
状
・
課
題
を
共
通
認

識
し
、
現
在
の
取
引
先
事
業
に
限
定
し
な
い
将
来
取
引
と
な
る

可
能
性
の
高
い
者
や
事
業
を
支
援
す
る
会
議
体
が
必
要
と
思
う

が
伺
う
。

答　

今
後
は
、
よ
り
広
く
産
業
振
興
の
た
め
、
業
界
団
体
や
経
済

団
体
等
と
協
議
す
る
場
を
設
定
し
て
い
く
。

問　
県
道
石
巻
鮎
川
線
風
越
Ⅱ
期
事
業
の
完
了
は
。

答　

橋
梁
上
部
工
、
道
路
改
良
等
整
備
は
令
和
３
年
度
末
完
了
を

目
指
し
て
い
る
。

問　
風
越
Ⅱ
期
事
業
の
完
了
予
定
と
前
後
し
て
新
た
に
風
越
Ⅲ
期

事
業
︵
風
越
桃
浦
間
道
路
改
良
工
事
︶
が
今
年
３
月
に
発
表
さ

れ
た
よ
う
だ
が
。

答　

宮
城
県
土
木
・
建
築
行
政
推
進
計
画
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
初
め
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。
本
市
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
路

線
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
既
に
大
谷
川
小
積
線
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
の
で
、
従
前
の
改
良
工
事
は
ほ
ぼ
完
了
が
見
え
て
き
た
。

新
た
に
原
発
の
再
稼
働
の
条
件
と
し
て
実
効
性
の
あ
る
避
難
が

問
わ
れ
て
い
る
が
、
避
難
に
使
わ
れ
る
ル
ー
ト
は
県
道
２
号
線

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

半
島
部
に
お
い
て
、
災
害
状
況
に
応
じ
複
数
の
ル
ー
ト
を
設

定
し
て
い
る
が
主
た
る
避
難
経
路
は
県
道
２
号
線
で
あ
る
。

問　
原
発
再
稼
働
に
伴
う
実
効
性
の
あ
る
避
難
計
画
に
は
更
な
る

新
た
な
県
道
２
号
線
改
良
工
事
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。

答　

原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
避
難
と
し
て
は
十
分
と
は
言
え
な

い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
避
難
計
画
を
充
実
さ
せ
避
難
道
路
整
備
に
向
け

て
、
国
・
県
に
対
し
て
よ
り
一
層
強
く
要
望
を
し
て
い
く
。

阿部　正敏
議員

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
市
長
の
選
挙
公
約
と
所
信
表
明
の
整
合
性
と
﹁
石
巻
市
総
合

計
画
・
実
施
計
画
﹂
に
ど
の
よ
う
に
反
映
す
る
の
か
伺
う
。

答　
「
令
和
３
年
度
石
巻
市
総
合
計
画
・
実
施
計
画
」
に
盛
り
込
み
、

今
後
策
定
予
定
の
「
次
期
実
施
計
画
」
に
も
反
映
さ
せ
公
約
実

現
の
た
め
事
業
を
進
め
て
い
く
。

問　
公
約
は
市
民
と
の
約
束
で
あ
り
契
約
で
も
あ
る
。
コ
ロ
ナ
対

策
の
特
効
薬
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
急
が
れ
る
。
65
歳
以
上
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
終
了
、
64
歳
以
下
の
接
種
の
開
始
と
終
了
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

65
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
７
月
末
ま
で
に
終
了
、
64
歳

以
下
は
随
時
接
種
し
11
月
末
ま
で
終
了
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

今
後
４
年
間
、
責
任
と
覚
悟
を
持
っ
て
公
約
実
現
に
向
け
全
力

で
取
り
組
む
。

副
市
長
２
人
制
に
つ
い
て

問　
前
副
市
長
の
退
任
か
ら
２
年
が
過
ぎ
様
々
な
所
に
影
響
が
出

て
い
る
。
早
期
に
置
く
べ
き
で
あ
る
が
伺
う
。

答　

副
市
長
２
名
に
よ
る
体
制
強
化
も
必
要
で
あ
る
。
今
後
、
行

政
運
営
を
見
据
え
た
上
で
、
国
・
県
等
含
め
検
討
す
る
。

北
上
地
区
の
諸
課
題
に
つ
い
て

問　
一
、
大
沢
橋
の
架
け
替
え

答　

県
土
木
建
築
行
政
推
進
計
画
で
大
沢
橋
の
架
け
替
え
が
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。

問　
二
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

答　

下
沢
地
区
は
早
期
完
成
に
向
け
県
と
調
整
し
て
い
く
。
崎
山
・

小
滝
地
区
は
事
業
実
施
に
向
け
た
調
査
等
に
着
手
す
る
。

問　
三
、
幹
線
道
路
、
支
線
等
の
街
路
灯
整
備

答　

地
域
住
民
安
全
確
保
の
た
め
設
置
に
向
け
取
り
組
む
。

問　
四
、
白
浜
海
水
浴
場
の
清
掃
機
械
導
入

答　

他
自
治
体
の
導
入
事
例
も
参
考
と
し
、
検
討
す
る
。

西條　正昭
議員

創生会

創生会

ニュー石巻
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一般質問

復
旧
・
復
興
加
速
の
課
題
と
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
と
課
題

問　
大
規
模
集
団
接
種
の
見
直
し
を
図
れ
。
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良

い
会
場
を
設
置
せ
よ
。

答　

指
摘
の
通
り
大
規
模
集
団
接
種
を
石
巻
専
修
大
で
実
施
す

る
。
12
歳
か
ら
64
歳
の
接
種
を
８
月
７
日
か
ら
毎
週
土
日
接
種

し
１
日
４
千
人
規
模
を
見
込
む
。
医
療
関
係
者
の
協
力
を
得
て

接
種
の
加
速
化
に
有
効
で
あ
る
。

問　
中
学
校
学
区
範
囲
で
の
地
域
密
着
型
集
団
接
種
の
方
法
や
市

の
各
種
健
康
診
断
方
式
で
、
日
時
、
場
所
を
個
別
に
通
知
す
る

方
法
も
あ
る
。
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
模

索
す
べ
き
だ
。

答　

学
校
単
位
で
の
接
種
は
地
域
密
着
型
で
、
検
討
す
る
。
先
行

事
例
を
参
考
に
状
況
に
合
う
も
の
は
取
り
入
れ
る
。

入
札
制
度
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

問　
公
共
事
業
、
物
販
等
、
地
元
に
本
社
本
店
を
有
す
る
企
業
へ

の
発
注
、
ラ
ン
ク
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
今
後
、
市
税
収
入
は
、

非
常
に
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
公
共
事
業
等
の
発
注
を

で
き
る
だ
け
地
元
企
業
に
受
注
さ
せ
、
地
域
経
済
活
性
化
を
図

れ
。
企
業
業
績
の
向
上
に
よ
る
法
人
所
得
の
向
上
、
雇
用
さ
れ

る
従
業
員
の
所
得
ア
ッ
プ
に
よ
る
市
民
税
の
増
収
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

答　

地
元
企
業
へ
の
発
注
優
先
は
大
事
な
こ
と
。

問　

制
度
設
計
の
見
直
し
、
基
準
の
改
定
等
改
革
を
行
う
べ
き
。

例
え
ば
地
域
集
会
所
の
修
繕
等
要
綱
見
直
し
、
テ
レ
ビ
共
同
受

信
施
設
改
修
の
助
成
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
修
補
助
。

答　

現
状
を
検
証
し
時
代
に
合
っ
た
制
度
設
計
を
し
っ
か
り
行
う
。

後藤　兼位
議員

来
年
の
４
月
か
ら
高
校
生
医
療
費
無
償
化
か

問　
市
長
の
所
信
表
明
に
つ
い
て
、
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
の
考

え
を
具
体
的
に
伺
う
。

答　

本
市
に
お
け
る
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
は
、
段
階
的
な
対

象
年
齢
の
引
き
上
げ
を
経
て
、
現
在
は
中
学
生
ま
で
を
対
象
と

し
て
実
施
し
て
い
る
が
、
近
年
、
県
内
自
治
体
に
お
い
て
は
、

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
を
行
う
自
治
体
が
増
加
し
、
全

国
的
に
も
増
加
傾
向
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
の
財
政

状
況
は
、
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
が
、

若
い
世
代
の
流
出
を
食
い
止
め
、
将
来
に
つ
な
が
る
施
策
の
展

開
が
重
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
事

業
の
拡
大
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　
検
討
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

高
校
生
ま
で
拡
大
し
た
場
合
の
財
源
が
い
く
ら
か
か
る
の
か

は
所
得
制
限
無
し
の
場
合
、
７
５
０
０
万
円
で
対
象
者
は
４
千

人
と
な
り
、
す
べ
て
一
般
財
源
と
な
り
、
財
源
の
確
保
が
課
題

と
な
る
。

問　
実
施
し
て
い
な
い
自
治
体
数
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

８
市
町
で
あ
る
。

問　
検
討
状
況
は
い
つ
ま
で
か
か
る
の
か
伺
う
。

答　

今
後
、
具
体
的
な
事
務
処
理
を
含
め
半
年
は
か
か
る
と
考
え

て
い
る
。

問　
市
長
と
し
て
は
、
い
つ
頃
に
は
と
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

答　

検
討
期
間
を
含
め
、
来
年
の
４
月
に
は
、
高
校
生
の
無
償
化

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。 千葉　眞良

議員

青木まりえ
議員

マ
ル
ホ
ン
ま
き
あ
ー
と
テ
ラ
ス

問　
﹁
便
所
﹂
と
い
う
案
内
板
の
手
直
し
は
。

答　
設
計
者
が
問
題
な
し
と
の
見
解
の
た
め
、
そ
の
ま
ま
。

問　
自
販
機
に
温
か
い
飲
み
物
が
無
い
。

答　
要
望
す
る
。

問　
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
が
未
営
業
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
公
募
時
期
調
整
中
。

問　
﹁
ま
き
あ
ー
と
前
﹂
バ
ス
停
の
新
設
は
。

答　
「
総
合
運
動
公
園
前
」
が
最
寄
り
。
利
用
状
況
見
て
検
討
。

問　
子
ど
も
の
居
場
所
に
﹁
図
書
コ
ー
ナ
ー
﹂
は
。

答　
秋
に
開
館
予
定
の
博
物
館
部
門
に
資
料
コ
ー
ナ
ー
有
。
子
ど
も
向
け
は
検
討
。

問　
市
の
杮
落
と
し
中
止
。

答　
振
り
替
え
公
演
調
整
中
。
詳
細
は
来
年
。

問　
市
民
の
﹁
ぼ
く
ら
の
響
き
で
こ
け
ら
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
﹂
を
讃
え
た
い
。

答　
心
か
ら
感
謝
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

問　
民
間
委
託
は
。

答　
令
和
７
年
度
末
ま
で
に
全
施
設
を
委
託
。

問　
児
童
数
に
対
す
る
支
援
員
数
の
現
在
の
目
安
は
民
間
委
託
に
も
適
用
か
。

答　
国
の
基
準
、
市
の
条
例
に
基
づ
き
委
託
。

問　
経
営
者
要
件
は
。

答　
無
。

問　
支
援
員
等
要
件
は
。

答　
支
援
員
は
有
。
補
助
員
は
無
。

問　
民
間
委
託
後
は
。

答　
市
の
責
任
下
で
管
理
監
督
。

問　
学
校
と
連
携
は
。

答　
配
慮
。

問　
国
が
令
和
５
年
度
末
に
小
学
校
区
半
数
で
目
指
す
学
校
一
体
型﹁
放
課
後
子
ど
も
教
室
﹂。

答　
教
育
委
員
会
と
学
校
が
取
り
組
む
べ
き
。

サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
号

問　
価
値
と
解
体
。

答　
１
６
１
３
年
出
航
３
８
０
年
記
念
に
復
元
。
世
界
横
断
し
た
日
本
最
古
、
最
大

の
木
造
船
。
腐
朽
酷
く
残
せ
ず
、
所
有
者
の
県
が
解
体
決
定
。

問　
今
年
２
月
に
横
浜
国
大
平
山
教
授
が
修
理
案
提
言
。
さ
ら
に
５
月
、日
塔
氏
︵
第

５
福
竜
丸
修
復
︶
が
同
様
の
修
理
案
・
費
用
提
言
。
残
せ
る
。

創生会

創生会

創生会
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一般質問

未
知
の
感
染
症
と
予
防
対
策
に
つ
い
て

問　
そ
も
そ
も
今
回
の
出
来
事
は
大
人
の
人
間
が
﹁
今
だ
け
、
金

だ
け
、
自
分
だ
け
﹂
で
自
然
環
境
を
破
壊
し
て
き
た
、
そ
の
つ

け
が
回
り
回
っ
て
き
た
も
の
で
、
過
密
集
団
の
中
で
変
異
が
繰

り
返
さ
れ
、
た
ま
た
ま
人
間
に
は
不
都
合
が
あ
っ
た
と
い
う
だ

け
の
も
の
。
本
市
の
対
策
行
動
計
画
で
の
最
大
被
害
想
定
は
。

答　

受
診
患
者
３
万
１
２
０
０
人
、
入
院
２
５
０
０
人
、
死
亡
者

７
８
０
人
。

問　
最
終
的
に
は
自
己
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
と
考
え
る
が
対
策
は
。

答　

特
に
メ
タ
ボ
は
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
リ
ス
ク
を
高
め
、

免
疫
力
を
下
げ
る
の
で
個
人
に
合
わ
せ
た
細
や
か
な
保
健
指
導

を
徹
底
す
る
。

本
市
の
出
生
率
と
向
上
対
策
に
つ
い
て

問　
出
生
率
が
未
来
の
社
会
、
経
済
、
文
化
す
べ
て
の
活
力
の
源

と
考
え
る
。
目
標
出
生
率
と
の
差
異
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、

対
策
は
。

答　

令
和
元
年
度
は
目
標
値
１
・
６
に
対
し
１
・
25
。
相
対
的
に

子
供
を
産
め
る
女
性
人
口
が
減
少
、
そ
れ
以
上
に
出
生
数
の
減

少
が
大
き
な
要
因
。
女
性
の
就
業
、
環
境
整
備
、
子
育
て
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

内
陸
部
の
下
水
道
整
備
と
水
環
境
に
つ
い
て

問　
内
陸
部
住
民
は
沿
岸
部
の
復
旧
復
興
第一と
考
え
声
を
上
げ
る

こ
と
を
控
え
て
き
た
。
前
谷
地
黒
沢
地
区
の
整
備
と
見
通
し
は
。

答　

現
在
整
備
予
定
し
て
い
る
地
区
が
あ
る
の
で
、
そ
の
後
整
備

し
た
い
。

問　
石
巻
沿
岸
海
域
の
酸
性
化
、
汚
濁
の
認
識
に
つ
い
て
。

答　

多
少
の
変
動
が
あ
る
も
の
の
顕
著
な
酸
性
化
は
見
ら
れ
な

い
。
汚
濁
も
自
然
的
地
理
的
要
因
。

市
政
運
営
に
つ
い
て

問　
福
島
第
一
原
発
の
処
理
水
海
洋
放
出
に
対
す
る
風
評
被
害
対

策
に
つ
い
て
、
国
は
処
理
水
を
海
洋
放
出
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。
市
議
会
は
反
対
意
見
書
を
提
出
す
る
が
、
本
市
の
考
え
を

伺
う
。

答　

水
産
業
や
関
係
産
業
へ
の
新
た
な
風
評
被
害
を
生
じ
さ
せ
な

い
た
め
の
取
り
組
み
を
県
や
県
内
市
町
村
と
連
携
し
て
・
意
見
・

要
望
を
行
う
。

問　
﹁
女
川
原
発
に
伴
う
避
難
計
画
の
実
行
性
に
つ
い
て
﹂
県
道

２
３
８
号
線
名
振
尾
ノ
崎
間
の
道
路
整
備
は
原
発
避
難
道
路
と

し
て
も
重
要
で
あ
る
の
で
宮
城
県
へ
強
く
働
き
か
け
て
頂
き
た

い
。

答　

２
３
８
号
線
は
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
生
活
道

と
し
て
、
ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
道
路
と
し
て
早
期
の

整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

行
政
運
営
に
お
け
る
そ
の
後
の
追
跡

答　

旧
大
須
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
の
夜
間
ヘ
リ
ポ
ー
ト
場
の
整
備

は
、
も
う
少
し
時
間
を
頂
き
た
い
。

答　

い
し
の
ま
き
元
気
い
ち
ば
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
観
光
案
内
板

に
大
須
埼
灯
台
の
上
部
半
分
が
写
っ
て
な
い
件
に
つ
い
て
は
確

認
し
て
修
正
す
る
。

答　

雄
勝
呉
壺
に
設
置
さ
れ
て
い
た
サ
ン
・
フ
ァ
ン
造
船
地
の
看

板
は
、
再
設
置
の
方
向
で
検
討
す
る

答　

旧
大
須
小
中
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
や

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
利
活
用
に
つ
い
て
、
地
域
の
方
々
や
、
関

係
者
と
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
。

楯石　光弘
議員

阿部　久一
議員

渡辺　拓朗
議員

所
信
表
明
に
つ
い
て

問　
復
興
特
需
で
支
え
ら
れ
て
き
た
地
域
経
済
で
あ
る
が
復
興
事

業
の
維
持
管
理
費
と
人
口
減
少
を
ふ
ま
え
自
立
経
済
に
向
け
て

ど
ん
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

反
比
例
す
る
で
あ
ろ
う
歳
入
歳
出
を
大
変
重
く
受
け
止
め
て
い

る
。
財
源
確
保
の
た
め
、
財
務
省
に
対
し
実
状
を
詳
し
く
伝
え
る

と
共
に
各
方
面
の
関
係
者
の
話
を
よ
く
聞
き
対
処
し
た
い
。

問　
64
歳
以
下
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
優
先
予
約
で
き
る
基
礎
疾
患

の
あ
る
方
た
ち
が
後
に
な
ら
な
い
よ
う
予
約
枠
の
確
保
を
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
接
種
率
向
上
の
た
め
に
夜
間

接
種
も
検
討
す
べ
き
。

答　

接
種
優
先
の
方
が
先
行
で
予
約
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
。
夜
間

接
種
は
現
在
考
え
て
い
な
い
が
進
捗
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

問　

全
国
の
副
反
応
の
事
例
は
ど
の
よ
う
に
接
種
関
係
者
に
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
。

答　

厚
生
労
働
に
情
報
が
集
約
さ
れ
、
そ
の
後
、
各
医
師
会
を
通

じ
て
毎
日
更
新
さ
れ
る
副
反
応
情
報
が
関
係
者
に
届
く
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

問　
安
全
安
心
の
街
づ
く
り
の
た
め
に
見
通
し
効
く
フ
ェ
ン
ス
設

置
の
お
願
い
や
冠
水
情
報
な
ど
建
設
業
者
等
に
伝
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
補
助
金
申
請
時
や
防
災
マ
ッ
プ
の
情
報

等
を
建
設
事
業
者
等
へ
事
前
に
伝
え
る
努
力
を
す
る
。

問　
耕
作
放
棄
地
拡
大
防
止
の
た
め
に
エ
ミ
ュ
ー
や
羊
の
飼
育
の

た
め
に
小
規
模
畜
産
補
助
金
を
創
設
す
べ
き
。

答　

現
在
、
東
京
農
大
で
エ
ミ
ュ
ー
の
商
業
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
れ
が
認
め
ら
れ
れ
ば
国
の
補
助
金
が
創
設
さ
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

ニュー石巻

ニュー石巻

公明会
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議会案第1号　　多核種除去設備等処理水の海洋放出決定に反対する意見書

　政府は、東京電力・福島第一原子力発電所で増え続ける多核種除去設備等処理水（以下「ALPS処理水」
という。）について、海洋放出による処分を行うという方針を、去る、4月13日に決定しました。約2年後を
めどに放出を始められるよう、東京電力に設備の設置などを求めていくというものであります。
　平成23年3月11日の東日本大震災の発生から10年が経過し、本市では、国内外の多くの皆様から物心両面
にわたるご支援に加え、国の特例的な財政支援や各種の規制緩和など被災地に寄り添った政策を講じて頂き
ながら、復旧・復興に市民一丸となって取り組み、復興の完遂まであと一歩のところまで来ております。
　本市の基幹産業の一つである水産業においても、関係者の懸命な努力により、漁業生産額や加工品出荷額
も震災前の水準までほぼ回復するなど、前途に明るい兆しが見えてはいるものの、東京電力・福島第一原子
力発電所の事故から10年が経過した今でも、ホヤ・マツタケなど日本からの農水産物の輸入を規制している
国や地域があります。
　このような状況下にあって、ALPS処理水を海洋放出することになれば、新たな風評被害が発生すること
は必至であり、震災によるあらゆる苦難を乗り越えてきた水産業者の努力が水泡に帰しかねません。一説に
よれば、処理水の海洋放出作業の終了する期間は、40年前後といわれております。海に境界はなく福島県の
みならず隣接する本県を始め、東北や北関東沿岸部を含む広範囲にその影響が及びます。
　関係者の理解が得られないまま海洋放出が実施された場合、特に最大被災地から立ち直りつつある本市の
水産業にとって、深刻な影響が発生することが危惧され、水産関係者の不安は計り知れないものがあります。
　ALPS処理水に対する理解が十分でない現状において、更には風評被害に対する具体的な対応策が示され
ていない状況下にあっては、海洋放出は認められず、断固反対するものであります。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

　（提出先）　内閣総理大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、環境大臣、復興大臣、
　　　　　　原子力規制委員会委員長、宮城県知事

　6月18日、本会議で、東京電力・福島第一原子力発電所で増え続ける多核種除
去設備等処理水の海洋放出に断固反対するため、「多核種除去設備等処理水の海
洋放出決定に反対する意見書（提出者：阿部欽一郎議員、賛成者：千葉眞良議員、
渡辺拓朗議員、水澤冨士江議員）」の提出を可決しました。

第2回定例会で可決した意見書

■選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書を国に提出することを求める陳情書
　（提出者）　選択的夫婦別姓制度全国陳情アクション　仙台支部代表　真野　美沙子
 ※この陳情は、全議員へ参考回付しました。

第2回定例会に提出された陳情書

提出者：阿部欽一郎　議員

お知らせ
議員の所属会派異動について
・千葉正幸議員は「創生会」から「ニュー石巻」に所属会派が異動となりました。

議員の常任委員会所属変更について
・青木まりえ議員は「環境教育委員会」から「総務企画委員会」に所属が変更となりました。
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起立採決のあった議案に対する
各議員の賛否

第72号議案　監査委員を選任するにつ
き同意を求めることについて

議席
番号 氏名 第72号議案

1 阿部　浩章 ○
2 佐藤　雄一 ○
3 髙橋　憲悦 ○
5 大森　秀一 －
6 黒須　光男 ×
7 楯石　光弘 ○
8 奥山　浩幸 ○
9 遠藤　宏昭 ○
10 木村　忠良 ○
11 櫻田　誠子 ○
12 鈴木　良広 ○
13 青木まりえ ○
14 千葉　正幸 ○
15 星　　雅俊 ○
16 青山　久栄 ○
17 阿部　正敏 ○
18 齋藤　澄子 ○
19 阿部　久一 ○
20 丹野　　清 ○
21 安倍　太郎 ○
22 阿部欽一郎 ○
23 森山　行輝 ○
24 渡辺　拓朗 ○
25 千葉　眞良 ○
26 山口荘一郎 ○
27 髙橋　栄一 ○
28 西條　正昭 ○
29 後藤　兼位 ○
30 水澤冨士江 ○

賛成 27
反対 1

※○：賛成×：反対
※大森秀一議長は採決に加わりません。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
生
活
支
援
特
別
給
付
金
の
支

給
に
要
す
る
経
費
や
、
県
の
要
請
に
応
じ
て
営
業
時
間
の
短
縮

に
協
力
い
た
だ
い
た
飲
食
事
業
者
に
対
す
る
協
力
金
支
給
に
要

す
る
経
費
の
ほ
か
、
令
和
３
年
２
月
13
日
に
発
生
し
た
福
島
県

沖
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
、
中
規
模
半
壊
以
上
の
住
宅
被

害
を
受
け
た
住
民
に
対
し
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
準
じ
た

支
援
を
す
る
た
め
の
経
費
に
つ
い
て
、
所
要
額
を
措
置
し
た
補

正
予
算
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

第
１
回
臨
時
会
で
可
決
し
た
議
案
と
審
議
結
果

�

（
令
和
３
年
５
月
20
日
開
催
）

そ
の
他
　
︵
承
認
︶

・
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
（
令
和
２
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
専
決
第
２
号
））

　
（
石
巻
市
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
（
石
巻
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
（
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
（
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
石
巻
市
介
護
保
険
料
の
減
免
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
石
巻
市
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
石
巻
市
介
護
保
険

料
の
減
免
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
（
石
巻
市
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
）

　
（
石
巻
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）

　
（
令
和
２
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
専
決
第
３
号
））

　
（
令
和
２
年
度
石
巻
市
市
街
地
開
発
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
専
決
第
１
号
））

　
（
令
和
２
年
度
石
巻
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
専
決
第

１
号
））

　
（
令
和
３
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
専
決
第
１
号
））

人

事
　
︵
同
意
︶

・
監
査
委
員
を
選
任
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

堀
内
賢
市
氏
、
清
水
俊
雄
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

・
教
育
委
員
会
教
育
長
を
任
命
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

宍
戸
健
悦
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

・
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　

梶
谷
美
智
子
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

委
員
会
提
出
議
案
　
︵
原
案
可
決
︶

・
石
巻
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
2
年
3
月
に
市
議
会
が
黒
須
光
男
議
員
に
懲
罰
を
科

し
た
こ
と
に
関
す
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
つ
い
て

　

令
和
3
年
4
月
27
日
に
仙
台
地
方
裁
判
所
で
「
原
告
の
請

求
を
棄
却
す
る
」
と
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

判
決
文
で
は
、
市
議
会
が
原
告
に
対
し
て
8
日
間
の
出
席

停
止
の
懲
罰
を
科
し
た
こ
と
に
裁
量
権
の
濫
用
、
ま
た
は
、

逸
脱
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
お
よ
び
本
件
議
会

だ
よ
り
に
記
載
さ
れ
た
事
実
は
全
て
真
実
と
認
め
ら
れ
、
議

会
だ
よ
り
を
配
布
し
た
こ
と
に
よ
り
、
原
告
の
社
会
的
評
価

が
低
下
し
た
と
し
て
も
、
議
会
だ
よ
り
を
配
布
し
た
こ
と
が

違
法
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
旨
が
判
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
原
告
は
、
こ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
、
仙
台
高
等

裁
判
所
へ
控
訴
し
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
訴
訟
代
理
人

で
あ
る
弁
護
士
と
協
議
し
な
が
ら
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、本
件
訴
訟
に
係
る
弁
護
士
費
用
は
、着
手
金
と
し
て
、

既
に
市
か
ら
88
万
円
が
支
出
さ
れ
て
お
り
、控
訴
に
伴
い
再
度
、

着
手
金
が
発
生
す
る
ほ
か
、
市
の
勝
訴
判
決
が
確
定
し
た
際

も
市
か
ら
報
酬
金
を
支
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

行

政

報

告
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令和2年度　政務活動費執行状況
会派名 ニュー石巻 創生会 公明会 日本共産党

石巻市議団
無会派

（阿部和芳議員）
無会派

（黒須光男議員）
無会派

（大森秀一議長）

人 数 12 10 3 2 1 1 1

交 付 額 2,160,000 1,800,000 540,000 360,000 180,000 180,000 135,000

研究研修費 150,880

調 査 費 744,908 153,480 23,850

資 料 費 132,000 8,250 20,900 16,280

広報広聴費

人 件 費 180,000

要請・陳情活動費

会 議 費

その他の経費 37,268 55,662 774

支 出 計 744,908 320,148 217,392 44,750 17,054 180,000 0

残 　 額 1,415,092 1,479,852 322,608 315,250 162,946 0 135,000

（注１）残額は市に対して返還済みです。
（注２）議長は、申し合わせにより無会派となります。
（注３）令和2年度の特例として、新型コロナウイルスによる地域経済への影響を踏まえ、一日でも早く市民の安全安心が

取り戻せるよう市の財政支援に資するため、政務活動費の額を1人につき年額36万円から年額18万円に減額してい
ます。

政務活動費とは
　議員の調査研究活動における必要な経費の一部として、「石巻市議会政務活動費
交付条例」に基づき交付されています。
交付の対象　会派（1人会派を含む）
交付する額　1人につき、年額36万円（月額30,000円）
　　　　　　※令和2年度は特例（新型コロナウイルス感染対策のため）により、
　　　　　　　年額18万円に減額
交付の方法　年度当初に一括交付
収支報告書　  翌年度の4月30日までに提出。領収書（金額に関わらず全ての領収書）

などの写しを添付。
※平成29年度以降、領収書などの写しをホームページで公開しています。

政務活動費使途基準
研究研修費　研究会・研修会を開催するための経費や他団体の開催する研究会に参加するための経費、また

は調査研究の委託にかかる経費
調　査　費　先進地調査、または現地調査にかかる経費（食事代を除く）
資　料　費　資料の作成および購入にかかる経費
広報広聴費　調査研究活動や議会活動および市政について市民への広報にかかる経費、会派が市民からの市

政および会派の政策などに対する要望、意見を聞くための会議にかかる経費
人　件　費　調査研究活動を補助する職員を雇用する経費
要請・陳情活動費　会派要請・陳情活動を行うために必要な経費
会　議　費　会派や団体などが開催する意見交換会や各種会議への会派としての参加にかかる経費
その他経費　上記以外の経費で会派が行う調査研究活動に必要な経費

政務活動費執行状況

会派別政務活動費執行状況
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議会トピックス
　5月26日、東京都において全国市議会議長会第97回定期総会が開催（書面）され、次の方々が表彰
されました。全国市議会議長会では、市議会の議員の職にある方またはあった方について、表彰
を行っており、本市議会議員も表彰の要件に基づき表彰され、議長より代理で表彰を行いました。

◎特　別　表　彰

◎感　謝　状

表　　彰

市議会議員在職25年以上

全国市議会議長会評議員

市議会議員在職20年以上

丹野　　清　議員

木村　忠良　議員 大森　秀一　議長

阿部　欽一郎　議員

青山　久栄　議員西條　正昭　議員
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鹿妻小学校６年生が校外学習で議場見学！
　7月7日（水）、鹿妻小学校6年生58名の児童が、本市の政治を身近なものとして捉え、実感を伴った
理解につなげるため、校外学習として議場見学しました。
　議場システムを使用した見学では、児童ら演じる議員から「先生になったきっかけは。」と質問があ
れば、先生演じる市長は「震災時は高校生で何もできなく、前を見ることが大事と思い未来を作って
いきたいと思いました。児童の皆さんの成長が未来を作ることであり、自分のありったけの経験を伝
え未来を作っていきたいと考え先生になりました。」と本番さながらの熱のこもった答弁や、「身長と
体重を教えてください。」「結婚はしたいですか。」など先生が答弁に困る場面もありました。

議場見学の様子

質問は挙手をしてから

議員さながらの質問

佐藤美優さん
　議会体験を行い、政
治を進める話し合い
が、どのような感じな
のかが分かりました。
　議員さんが座る椅子
は、座り心地がとても
良かったです。
　市の政治を身近に感
じることができました。

植木聖那さん
　議場で会議をした
り、椅子に座ったりし
たのは初体験でした。
とても楽しかったで
す。
　議場での会議のやり
方がよく分かりまし
た。今度は本物の議会
を見てみたいです。

佐藤愛美さん
　議会体験では、質問
のときに議員さんと同
じマイクを使わせても
らいました。モニター
にはいろいろな人が写
り、名前も書いてあっ
て、本当の会議をする
時はあのようになるの
かと学習できました。

児童のするどい質問に答弁する先生

見学前の説明を聞く児童ら
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　令和3年6月18日、議会運営委員会と議会改革
推進会議から、本市当局に対し、自然災害やウ
イルス感染症の拡大など、不測の事態が発生し
ても、議会活動を停滞させることなく、市民の
安全確保・福利向上に努めることが重要である
ため、本市当局および本市議会における、タブ
レット端末の導入をはじめとしたICT環境の整
備について、提言しました。

　令和3年6月24日に下記のとおり中央要望を行
いました。
◆要望先　財務省、国土交通省、総務省、

内閣官房、内閣府他
◆出席者　[石　巻　市]　齋藤　正美　市長
　　　　　[石巻市議会]　大森　秀一　議長
◆要望項目
　○防災・減災、国土強靭化に関する要望
　○道路整備予算の確保と国道108号石巻河南
道路の整備推進に関する要望

議会ICT環境の整備等に関する政策提言 国土強靭化等に関する中央要望

議会の動き
5月

7日　議会改革推進会議

18日　議会運営委員会

20日　第１回臨時会

　　　総合防災対策特別委員会

　　　東日本大震災地域コミュニティ活性化特別委員会

　　　人口減少対策特別委員会

　　　石巻市陸上競技場の整備を促進する議員連盟役員会

　　　議会改革推進会議

31日　議会運営委員会

6月

2日　総合防災対策特別委員会（現地視察）

3日　本会議（開会、所信表明、提案理由説明）

　　　石巻市スポーツ振興議員連盟役員会

3日　石巻市陸上競技場の整備を促進する

　　　議員連盟役員会

4日　本会議（条例案、予算案等審議）

8日　総務企画委員会

　　　環境教育委員会

9日　保健福祉委員会

　　　産業建設委員会

10日　議会運営委員会

14日　本会議（一般質問）

15日　本会議（一般質問）

16日　本会議（一般質問）

17日　本会議（一般質問）

18日　本会議（一般質問、委員長報告、

　　　追加議案審議、閉会）

令和３年
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再生紙としてリサイクルできます。「ざつがみ」類に分別してください。

本会議・常任委員会を動画で配信しています。
視聴される際は、市議会ホームページの
『石巻市議会LIVE中継（生中継）』 をご覧ください。

（YouTubeを視聴する環境が必要となります。）

　また、本紙面から、各議員の顔写真の下にあるQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、質問を動画（録画映像）
で見ることができます。
（視聴にかかるデータ通信料金などの費用は、ご本人の負担となります。）

　令和3年6月の今議会から新市長の方針を踏まえるため、上程された補正予算は、当初予算への計上を留保していた政策的事業が中心
となりました。
　今議会で議論されたものは、移住者支援制度の創設や新型コロナの経済対策、中心市街地活性化事業としてマンガロードの新名物創出、
空き地・空き店舗の活用助成、石巻魚市場のギネス登録申請諸経費、石巻市民球場の人工芝改修工事費などなど。
　石巻市では市長選挙もありましたが、コロナ禍で政治への関心が高まっていると感じます。助成金の対応、ワクチン、保育所や学校
への対応、他にも、政治は皆様の生活と密接にかかわっております。市民の皆様の暮らしが少しでも良くなるよう、今後も議論を深め、
より良い石巻市の未来をつくってまいります。 広報広聴委員会　委員　佐藤雄一

編 集 後 記

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

開会
13：00

本会議
議案審議
10：00

5 6 7 8 9 10 11
総務企画
10：00

環境教育
10：00

保健福祉
10：00

産業建設
10：00

12 13 14 15 16 17 18
本会議
一般質問
10：00

本会議
一般質問
10：00

本会議
一般質問
10：00

19 20 21 22 23 24 25
敬老の日 本会議

一般質問
10：00

本会議
一般質問・閉会
10：00

秋分の日

26 27 28 29 30

次回(令和3年9月)定例会議（予定）

議会の内容を知る

　本会議の模様はインターネット（YouTube）で、
生中継やこれまでの録画配信をご覧になれます。

■第2回定例会ライブ中継の視聴回数　　3,920回　（令和3年6月3日～6月18日）
■YouTube録画中継の視聴回数　　3,832回　（令和3年4月～6月末）

　公式な記録としては、市ホームページや図書館、
議会図書室で会議録をご覧になれます。

カレンダーの時間は、開会時間となっております。※時間・日程は変更となる場合があります。

YouTube
石巻市議会チャンネル 会議録の検索・閲覧


